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情報共有に取り組みだしたきっかけ

以前、病院勤務時代にＮＳＴで係わって
いた脳梗塞の患者さんに嚥下障害が
残ってしまった。
嚥下訓練を続けていけばよくなると
思うが、時間がかかりそう。
胃ろうを造って訓練を続けるのがよいが、
元の施設は受け入れてくれるだろうか？
もしだめなら、経腸栄養は行ってくれる
のだろうか？栄養補給はどのようにして
もらえるのだろうか?
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【栄養士から見た地域連携の現状】

病院⇔施設へ移動時の情報が曖昧

【受け取った施設では…】

• 「刻み食」の刻み加減がわからない・・・

• 食事の名称だけでは内容がわからない・・・

• 聞きたいけど忙しいと思うと聞けない・・・

【送り出した病院では・・・】

・施設によって対応がさまざま

・情報提供の書類を栄養士が書くことが少ない・・

・栄養ケアプランやＮＳＴの書類を参考に見て

ほしい・・・
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地域連携情報表
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地域連携情報表

Ｌ0（ざらつき・付着性のないもの） ゼリー状

嚥
下
困
難
食
の
名
称

Ｌ1 (ざらつき・付着性のないもの） ゼリー状

Ｌ2（L1よりざらつきが多少あり、
ゲル化剤で固めたようなもの)

ゼリー・
ムース状

L3 (不均一な物性）
ペースト・
ミキサー状

Ｌ4（水分を多く含むもの・
ぱさつかないもの）

きざみ
5ｍｍ未満

きざみ
5ｍｍ以上

きざみ
1ｃｍ以上

文字だけでは
わかりにくい
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食形態一覧表
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写真の比較

Ｌ3 Ｌ2

きざみ1ｃｍ以上 きざみ5ｍｍ未満 ペースト・ミキサー状 ゼリー・ムース状

名称 一口大 みじん ミキサー（トロミ有・無） ゼリー

肉ｽﾗｲｽ（2～5ｍｍｽﾗｲｽ）
基本的にﾌｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻｰ使用
揚げ物は包丁でみじん切り

ケチャップ状のトロミ ｽﾍﾞﾗｶｰｾﾞ1.8％

包丁でたたく ｽﾍﾟﾗｶｰｾﾞ1.5％

形態
Ｌ4

主菜
（鶏の照

焼）

副菜
（いんげん
胡麻和え）
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対象の状態像や食事の特徴の比較

Ｌ3 Ｌ2

きざみ1ｃｍ以上 きざみ5ｍｍ未満 ペースト・ミキサー状 ゼリー・ムース状

名称 一口大 みじん ミキサー（トロミ有・無） ゼリー

対象

・取り込み動作に障害がある
（箸が上手く使えない、自分で
は魚の身を割りほぐせない、主
にスプーンやフォークで摂取さ
れる）
・噛み切ることができない

・噛む力が低下しており、丸呑
みになっている
・運動機能の低下がある（舌や
頬筋の協調性の不良）

・嚥下反射有るも、嚥下力が弱
く1回の嚥下量が少ない。
・反射はあるが弱く、飲み込み
に時間がかかる
・全身的に筋力が低下している

・嚥下反射のタイミングが合わ
ない
・舌の動きが悪く、食塊形成が
上手く出来ない（舌の運動機能
の低下）
・喉頭が上がりにくい
・鼻腔の封鎖不全

主にフォークやスプーンで
食べ易いｻｲｽﾞ。魚は皮付きの
まま2cm角。肉ｽﾗｲｽ。

軟菜対応。魚の皮はとる。
肉・魚はフードプロセッサーで細かく
する。揚げ物メニューはフードプロ
セッサーだとドロドロのミキサー状に
なる為、包丁でたたく。ぱさつきのあ
る食材はとろみのついたたれやソー
スでしっとりさせる。

軟菜食をミキサーにかけ、
ピューレ上にしたもの。
ポタージュ状のとろみ。

必要に応じてハーフ食（栄養補
助食品の付加）を提案。

軟菜をミキサーにかけ、ゼリー
剤で固めたもの。
主菜の付け合せはポタージュ状
にして、ソース風にして提供。
必要に応じてハーフ食（栄養補
助食品の付加）を提案。

適切なかたさの調節

形態
Ｌ4

特徴
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スケールの統一

Ｌ5 Ｌ3 Ｌ2 Ｌ1 Ｌ0

一般食 きざみ 1cm以上 きざみ 5mm以上 きざみ 5mm未満 ペースト・ミキサー状 ゼリー・ムース状 ゼリー状 ゼリー状

（名称） 普通食(軟菜) 一口大 きざみ食 細きざみ食 ミキサー食 ゼリー食・ゼラチン食 ゼリー食 ゼリー食

形態

Ｌ4

食形態の名称は各施設で違う！！

(当時) 嚥下食ピラミッドのレベルを指標に！
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用語の統一化

ヘルシーネットワーク「はつらつ食品」カタログ参考

軟菜食？
ソフト食？

高齢者ソフト食？
？？？
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学会分類2021

ヘルシーネットワークホームページより 12



学会分類2021と2013の違い

① 嚥下調整食分類の互換票修正

病院栄養士による市販食品(ＵＤＦのついた

もの)の官能試験を実施

※２０１６年UDF マーク表示方法の変更
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学会分類2021(食事)早見表
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学会分類2021と他分類の対応
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学会分類2021(とろみ)早見表
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